
 

―研究要旨― 

トドマツ針葉の化学成分 
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To establish basic information for characterizing Japanese fir（Abies 

sachalinensis Mast.) foliage as a chemical feedstock or animal fodder，chemical 

composition of the pure leaves was examined．The leaves contained a large amount 

of essential oil（5-8ml per 100g of dry mass), 0.22-0.32％ chlorophyll，0.012- 

0.015％ carotene，6.1-8.3％ protein and 34-49％ neutral detergent fiber，indicating 

the potential utility of these materials to produce chemicals and animal feed 

supplements． 

トドマツ針葉の用途開発に関する基礎資料を得る目的で針葉の化学組成を調べた。その結果，

トドマツ針葉は乾重100g当り5～8mlの精油，0.22～0.32％のクロロフィル，0.012～0.015％ 

のカロチン，6.1％～8.3％の葉タンパク，34～49％の中性デタージェント繊維を含み，種々の 

化成品や家畜飼料添加物の原料として有望な潜在資源であることが明らかとなった。 

1． はじめに 

バイオマスの有効利用が大きく叫ばれている中で，

今なお，立木伐採時に排出される枝条，樹葉などのい

わゆる林地残材量は，少なく見積もっても年間1,000

万m3以上にのぼるものと推定されている。対象を針葉

に限定しても，北海道内だけで年間40万m3に達する膨

大な量が，未利用のまま林地内に放棄されていること

になる。これら枝葉の用途開発は，未利用森林資源の

活用としての意義があるだけでなく，林業経営の基盤

強化にもつながる重要な課題である。そこで我々は，

針葉用途開発の基礎資料を得る目的で，北海道におい

て蓄積1）が豊富であり，また葉部現存量2）も大き 

なトドマツを対象とし，針葉中の精油，色素，葉タン

パク，デタ－ジェント繊維など有用成分を定量した。

さらにそれらの大まかな量的季節変動についても検討

した。なお，本報は第37回日本木材学会大会（昭和62

年4月，京都）で発表したものである。 

2.  実 験 

旭川林務署米飯事業所管内の20年生トドマツ人工林

から，昭和61年6月より翌年4月にかけて2ケ月ごと 

に合計6回針葉を採取した。クロロフィル，カロチン，

精油の定量には新鮮葉を，また粗タンパク，中性及び

酸性デタ－ジェント繊維（NDF，ADF）の定量に 
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は風乾葉を用いた。クロロフィル，カロチンはAOA

C法3）に従い総クロロフィル，β-カロチンとして

それぞれ定量した。精油，粗タンパクは常法4）で，

NDF，ADF及び乾物消化率はSoestら 5 , 6 , 7）の

方法でそれぞれ定量，算出した。

　3．結　果

　トドマツ針葉の化学組成を第1表に示す。

　トドマツ針葉のクロロフィル含有量は0.22～0.32％

の範囲にあり，織田ら8）のスギ針葉の場合と同様，

初夏から夏にかけて高く，冬季に低い値を示した。ま

た，これらの定量値はコントルタマツやグラウカトウ

ヒに関するBartonら9）の報告値の2～3倍に相当

している。一般にクロロフィル定量値は，定量法の違

いによりかなりの影響を受けているが10)，本報では

Bartonらと同じAOAC法を用いているため，トド

マツと上記樹種間での定量値の大きな開きは本質的な

ものであると考えられる。トドマツ針葉は，コンフリー

などに比ベクロロフィル含有量が少なく，またそのア

セトン抽出物にはテルペン類に由来する強い香りがあ

ることなどから食品添加用の天然クロロフィル原料と

しては不適当と判断せざるを得ない。しかし，食品添

加用クロロフィルに比べ制約の少ない銅クロロフィリ

ンナトリウム原料としてならば，現行の蚕糞に十分競

合し得るものと思われる。

　一方，トドマツ針葉中のカロチン量は，一年を通じ

0.012～0.015％の間にあり，これらの値は他の針葉

類9,11）や針葉樹ムカ類12,13）と比較して必ずしも低

いものではない。しかし，一般に緑葉中には0.02～

0.07％のカロチンが存在すると言われ，従ってトドマ

ツを含む針葉類は最もカロチン量の少ない緑葉の一つ

と言える。

　トドマツ針葉からの精油収量は，絶乾試料100gに対

して5～8mlで，6月に最小値を示し，8月以降急激

に増加し，10月には最大値を与えた。一方，精油中の

各成分の相対量は一年を通じ大きく変化せず，相対量

が2％以上のサンテン，α-ピネン，カンフェン，β-

ピネン，リモネン，β-フェランドレン，ボルニルア

セテートなどのほかに，16種のモノテルペン，セスキ

テルペン類の存在がGC，GC-MS分析で確認され

た。なお，得られた結果は，リモネンの相対量を除き

定性，定量的に既報14,15）とほぼ同じである。

　植物精油は，香料，医薬品，ケミカルス原料として

利用され，近年消費の多様化に伴いその需要は急激に

増加している。特に最近では，名刺，カレンダー，防

臭壁掛，入浴剤など以前に見られなかった香りを売物

にした新商品が続々開発されており，今後の植物精油

の潜在的需要は相当大きなものと予測される。以上の

点を考慮すると，トドマツ針葉は資源量，精油収量の

両面から見て有望な精油原料であることは明らかであ

る。

　トドマツ針葉の葉タンパク，NDF，ADF含有量

及び推定乾物消化率はそれぞれ6～8％，35～50％，

30～40％，40～55％であり，8月採取試料を除けばい

ずれも一年を通じほぼ一定値を示した。これらの数値

はトドマツ針葉の用途を考える上で重要である。すな

わち，今日わが国ではコンバインの普及により，従来

まで粗飼料供給の主体をなしたイナワラが年々入手困

難となっており，その結果，モミガラ16），木材17），

樹皮18）などの未利用資源の飼料化が検討されている。

第1表　トドマツ針葉の化学組成　　（対絶乾試料）
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一方，トドマツ針葉を含む樹葉類は，これら未利用資

源と比較して数～10数倍量もタンパクを含有しており，

NDFの in vitroでの酵素糖化率も約40％と高い水 

準にある。さらにカロチンを始めとする各種ビタミン

類，ミネラルの存在をも考慮すると，樹葉類はそれ自

体で良質牧草にはやや劣るものの十分な粗飼料性能を

備えており，質，量双方の面で針葉の持つ潜在飼料資

源としての意義は大きいと考えられる。 
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